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七栗サナトリウム緩和ケア病棟はこの度、日本医療機能評価機構の病院機能評価付加機能である「緩和ケア機能」の認定を取得しました。全国157施設（2006年6月1日現在）ある緩和ケア病棟承認施設のうち、10番目の認定施設となります。 これからも患者様に一貫した全人的医療を提供しつつ、より一層充実した緩和医療の構築を目指していきたいと考えております。 藤田保健衛生大学医学部 外科学・緩和ケア講座 教授 東口髙志 

日本医療機能評価 緩和ケア機能 認定 取得しました 

上記の緩和ケア機能の認定を受けたことにより当院は  日本医療機能評価病院本体認定  日本医療機能評価リハビリテーション機能認定  日本医療機能評価緩和ケア機能認定     の３つの機能評価認定施設となりました。 



  院内夏祭り 今年で3年目の夏祭りです。“よさこい”を踊っているのは介護福祉士です。年々、新人へと引き継がれ祭りの目玉となってきました。患者さまに入院生活を多少なりとも楽しんでいただけるよう、サービスの一環として数多くのスタッ フが努力しています。病院という環境だからこそ、私たち、患者さまといっしょに身近な体験を通して共感できる“ゆとり”が必要ではないでしょうか。患者さまに癒しを提供できる“元気”を出し続けて行きますのでご期待ください。 
介護福祉士 天花寺 満城 

夏の風物詩       ヨーヨーつり 職種をこえたユニット      ｢激シブＢＯＹ‘Ｓ｣ よさこい      決めポーズ 
本番直前の出陣式 よさこい 静と動がわかる見所 



２階 回復期リハビリテーション病棟   小林 絵美 
１階 緩和ケア病棟  中西 文恵 
２階 回復期リハビリテーション病棟 主任  竹腰 加奈子 

回復期リハビリテーション病棟では、主に脳血管障害を発症して二ヶ月以内の患者さまのケアを担当し、専門スタッフとの連携をとりながらリハビリテーションで行っていることを病棟でも活用できるようにケアし、障害を受け、今後生きる力を身につけていく人々に精神的にサポートをしていきます。 
緩和ケア病棟では患者さまの不快な病状や痛みを緩和することに主眼がおかれます。痛みがなくなれば他に目を向けられるようになり、その人らしさが戻ってきます。ここは生を全うする場所であって欲しいとケアを行っています。 

当院では自分の知識・技術を向上させることのできる職場です。今、私は看護師として成長するため、専門的な知識を得るために摂食・嚥下認定看護師を目指しています。 

七栗サナトリウム 看護部 生き生き看護師 紹介   してもらいたい看護を専門技術で実行します 



 月 火 水 木 金 土 内 科 松本教授 松本教授 菊池助教授 松浦医師 松浦医師 ※交代制 外 科 東口教授 伊藤助教授 東口教授 村井医師 渡辺医師 伊藤助教授  リハビリテー ション科 園田教授 鈴木助教授 岡崎医師 細川医師 岡本医師 山中医師 ※ 内科土曜日は松本教授・菊池助教授・松浦医師が交代で診察します。  
外来医師担当表  

 稲葉公民館 市民大学稲葉学級講座  七栗サナトリウム地域講演会   日時：平成18年8月25日（金） 13時30分～15時  場所：津市立稲葉公民館（ＴＥＬ059-252-2276）  講師：藤田保健衛生大学七栗サナトリウム看護部 ５階病棟看護長 飯田正子  演題：｢老人の健康について｣ 

平成１８年8月15日 現在 

地域講演会のご案内 
地域講演会報告 日時 平成１８年7月２６日（水） 13時30分～15時 場所 津市立七栗公民館 演題 ｢医療と福祉の制度について｣ 講師 藤田保健衛生大学七栗サナトリウム     ケースワーカー 板谷 幸 市民大学七栗学級と当院地域講演会が共催で 参加者は43名ありました。 

病院からのお知らせ 

 担当科  担当者        対象疾患       曜日  外来時間   内科 松本教授 リウマチ、膠原病 火・金曜日     外科 東口教授 癌全般、消化器疾患、栄養障害 火曜日 １５時～１６時 リハビリ科 園田教授 リハビリテーション全般 月曜日（不在の週あり）   
セカンドオピニオン外来について 当院では７月１日よりセカンドオピニオン外来を下記の要領で開設しました。 セカンドオピニオン外来は、他院で治療中の患者さまが主治医から提供された資料を持参して治療法の選択などについて意見を聞く場です。 予約制につき、ご希望されます患者さまは外来担当者までお申し出下さい。 


